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大気汚染調査報

（第 1 報）

環境衛生科児

船

理化学検査科 芦f

告

玉栄

木忠

藤．ミ

郎

キ

I はじめに

最近における著しい産業の発展に伴い，iまい煙，汚水

，騒音，悪臭等，各種の公害問題が発生し，全国的な社

会問題となってきている。殊に，ばい煙，自動車の排気

ガス等による大気汚染は人命に直接関係し，その影響は

広範囲に及ぶ。従来の傾向として産業の発展ど公害の度

合は常に乎行状態を辿っている感があることは否定出来

ない事実であろうと思われるが，今後は科学の進歩に伴

1,ヽ，或程度の公害発生を抑制し，人間の健康を守りなが

ら産業の発展を計ることは可能であると考えられ又それ

を期待するものである。

秋田県の大気汚染による公害は，目下のところ小部分

的には発生しているが，全般的に考えた場合それ程著し

い公害問題はない。全国に比較し所謂，清浄な青空の県

であろう。秋田県のほぽ中心にある秋田市は，昭和4俎F

第1表調

11月 1日新産業都市に指定され，近い将来各種工場の新

設が予想されるが，この喜ばしい産業の発展を願い，且

つ大気の汚染による公害を防止し，住民の健康を維持す

るを目的として，秋田県企画開発部総務課の計画と協力

により，昭和41年より秋田市内における亜硫酸ガス，並

びに降下ばい塵の調査を行ったので，第 1報としてその

調査成績について述ぺる。

I 調査地点
ヘ

秋田市内における調査地点を第 1図に示す。〇印が亜

硫酸ガスの測定地点であり△印が降下ばい塵の測定地点

である。今回は人員，器材等の関係で，亜硫酸ガスの測

定地点をNol~No6ま、での6ケ所とし，降下ばい塵に

ついてはNo.4を除き 5ケ所の最小限度に止めた。

査 地 点

調査地
置 I m h 標 高 設置地点の高さ（地上から） 考設 場 所

亜躙稜ガス 1降下ばいじん
備

点番号

”'”‘”’ 
Na. 1 I金 足 高 等 農学校 I 2.3 I 13.a I 1.s I 3.o I 校 庭
No. 2 I高等工業専門学校 I 3.5 11.s I 12.s I 11.0_ I 屋 上

No. 3|土 崎 中 代子 校 I 2.5| 9.5 I 1.s I 15.o i校 庭

"No. 4 I外 校 l 4.5 I 7.8 I 1.5 I - | 旭 JII 中 学 ” 
No. 5 I衛 生科 学 研究所 l 5.5 I 9.s I 14.5 I . 13.a I 屋 上

N゚． 6 I南 高 等 学 校 I 5.o | 3.9 I 13.s I 12.0 I ，， 
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各調査地点については第 1表に示しているが更に概略

的状況は次のとおりである。

_No 1. 秋田県立金足高等農学校（秋田市金足追分字海

老穴）

奥羽本線追分駅より北に約 1km離れたところに位置し

，広々とした農困に包まれた校舎である。西側グランド

直<•近くには，船川行きの電車が通っているが，比較的

閑散とした場所である。

No2. 秋田国立高等工業専門学校（秋田市飯島字長山

下）

秋田市中心の北端に位置し，最近開発された土地で，

将来は住宅地として発展するものと思われるが，現在は

学校関係の健物だけが点々として散在している。

No3. 秋田立土市崎中学校（秋田市士崎寺内将軍野）

奥羽本線土崎駅より東に200mの地点で，南に500m下
った所には日本国有鉄道土崎工場がある。

百葉箱使用による二酸化鉛法である。

二酸化鉛•…••DSIR標準品

布………..・・・サンホライズプロード60番

素焼円筒•…•外周 10.3cm, 長さ 15.0cm （西村工業製）

定量法………クロラニ／項酸ベリウムによる比色法（日

立製分光々電光度計使用， 測定波長530

mμ) 

B 降下はい塵の調査

デボジットゲージ（柴田製）を使用し，約 1ヶ月間放

懺し採取した試料について，不溶解性成分と溶解性成分

に分けて分析を行った。タール分は，アセト 1抽出法゜

硫酸イオンは硫酸ベリウムによる重量法。カリシウムは

EDTAによる滴定法。

N 気象条件
No4. 秋田市立外旭川中学校（秋田市外旭JII八幡田）

旧秋田市郊外にあり，西方約 400m地点に秋田操車場 、 亜硫酸ガスの測定は昭和41年 7月から実労し，降下ば

があるが，附近一体は田圃で囲まれている。 い塵の調査は 9 月から実施したもので，• 7月から12月ま

No5. 秋田県衛生科学研究所（秋田市千秋明徳町） での気象条件は，秋田地方気象台で観測した成績による

秋田駅から西に徒歩で約10,}位離れた場所で，東北東 と第2表のとおりである。この中，風向頻度，風速を図

約500m地点には千秋公園があり，南側約100mの地点ー 示したものが第2図である。調査期間における秋田市の

帯は秋田市目抜通り商店街で，最近は殊に自動車交通が 気温は 7 月か 8.9~29.9°C 平均20.6~C, 8月は15.8~
頻繁である。 33.7°C乎均24."8°C, 9月9.0~30.?°C乎均19.3°c,

No6. 秋田県立南高等学校（秋田市仁井田潟中島） 10月2.2~23.8°C乎均14.5°C, J I 月—3.2~19.0°C 平均

羽越本線羽後牛島駅より東南に約:800mはなれたとこ 7.~0c,.12月 -8.6~8.2°C 乎均0.1で， 各月においても

ろで，秋田市中心街の南端に位置しており，校舎東側す 寒暖の差が比較的激しい。また雨量については， 8月の

ぐ近くに国道13号線バイパスが通っていて，輸送貨物自 139.6~7月の380.511111の範囲を占め，相当多い雨量であ

動車の交通頻繁な場所でぁ る。風向は第2図に示したように 7月は南南西の風が多

1 調査方法

A 亜硫酸ガス測定

<, 12月は北西の風が多くなっているが，．総体的に観察・
すると大小の差はあるが常に東南東の風が吹いているこ

とが解る。
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第2表気象観測値

（秋田地方気象台）

月I 気 ： 霜％ 降水量冨 風向観測値

別更を1覆應I m N|NNE:|NElEWE E|ESE |S E|SSE |s| ssw|sw|wsw|w|WNWNw|NNW1闊以下s 

7月¥20.6129.91 8. 91 87. I 380. sl 3.7112.8 s wl 7 I 71 11 6l2sl 1321 63¥ 2914111421 1221 381641 231 11¥ 181 1s 

8月124.8133.7115.8181.1 !39.6J 2.919.8EsE l13J 71 161 12l441220J 1121 371231 1sJ 261 271581 281 2叶叫41
9月119.3130.7!9.o[ 76.I 143.713.2116.BSWl62I 261 rnf 1sJ42f 1241 a9f 2sl131 22[ 201 27fs?I 441 49 68128 

10月114.5123.812.2179.1238.ol 3.5116.5wswl171 isl 171 241691 1451 1041 4910! isl 26¥ 361821 39 351 47i 3, 

11 月 7.5119.ol-3-~ 74./ 262.714.7117.0wswH 161 31 el6sl 1s1I 102/ 33/ s/ 6/ 1sj 211651 99j n/ 34 8 
12月|o.1 8.2l-8.6| 73 | 185 6 4 9 15.ONw53| 23| 17 1347 83 37 9 4 1 l| 2| 3|811 124 1651 73| 9 

第2図風向頻度、風速
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風速 臨忽平均値 亡コ最大値

2.0 4.0 6.0 8.010:012,014'.016:018:0 m/S 

7月

8月

9月

10月

v 調査成績
A.亜硫酸ガス測定

各地点における 7月～12月の調査成績を第3表に示し，

各地点の月別変動を第3図に示した。秋田市内であって

も地点により相当変化があり，一定した変動は得られな

かった。調査成績はSOs霞g/day/lOOcd,Pb02として， 7月

は0.07へ0.58, 8月は0.“へ0.24,-9月は0.03ヘ0.49,

10月は0.14~0.65,11月0.17~0.69, 12月は0.03ヘ3.48

で， 12月にNo2の地点が異状な成績を示したことが注目

される。次に各点地における 7月へ12月までの平均成績

および各月の最高値比較を第4図に示した。 調査地点

Nolの平均値は0.の霞g503/day/lOOcdPb02で6地点中も

っとも低い成績であり， No2は12月の3.48叩が影響して

平均値も b.75欝gS03/day/ lOJ~PbQ2 と一番高い成績を
示している， No3は0.27呵SOa/day/ lOOdPbQ2, No4は

0.22”gsodday|100cがPb02,No5 0,35は呵SOa/daY/100. 

dPbO,, No6は0.42欝gSO a/day /lOOcd,Pb〇2と大差t.r:.I,ヽ

成績である。又，最高値比較では8月＇が 0.24叩SOa/day/

lOOdPb02で最も低く， 12月が3.48呵S0a/day/100d

Pb02で最高である。

第3表亜硫酸ガス測定成績

（昭和41年7月～12月）

so3'II9/day/ m遥 Pbo2

一□～二I7月分 |8月分 |9月分 |10月分．l11月分 112月分1乎均
No.1金足高等農学校I0.07 I 0.04 I. 0.03 I 0.14 I 0.17 I 0.08 I 0.09 
No.2高等工業専門学校I0.18 I 0.11 I 0.13 I 0.37 I 0.21 I 3.48 I o. 75 
No.3土 崎 中 た子

校I0.17 I 0.24 I 0.18 I 0.17 I o.35 I 0.50 I 0.27 
No.4外旭 JII 中 学 叫 0.20 I 0.08 | 0.16 I 0.65 I 0.18 I o.039 | 0.22 
No.5衛生科学研究所l0.58 I 0.24 I 0.22 I 0.30 I 0.29 I 0.45 I 0.35 
No.6南 高 等 学 叫 0.39 l 0.10 I 0.49 I 0.27 I 0.69 l .0.61 1 • 0.42 
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第3図亜硫酸ガスの経月変化（二酸化鉛法）
SOamg/da)/lOOc訃no2
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地点別乎均成績
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B 降下（まい塵鯛査成績

降下ばい塵調査は9月から実施したので， 9月～12月の

成練を第4表に示し，その地点別平均成績を第5表に示

す。•更に降下ばい塵総量について比較したのが第 5 図で

ある。

降下ばい塵総量はton/kが/Month成績で示すと， No

1か2.95~5.96,平均4.68で最も少<, No2は2.99~

6.79平均， 5.13,No3は2.15~7.31,平均5.37,No5 

は4.06~10.51,平均8.22,で一番多い。 No6は4.61~

9.15,平均6.90,で二番目に多い成績である。クール分

の平均はNoIが0.34, No2`は0.26, No3は0.34,

No5は0.45,No砥 0.24で総平均0.33となり幾分多い

ように思われる。これに反し，硫酸イオンは地点別平均

値が 0.67~1.16総乎均0.96, カルシウムの地点別平均

0.05~o. 18総乎均0.10で比較的少い成績である。

第4表調査地点別隆下ばい塵，測定成績

ton/ km2 / Month 

I 
No 1 iI No2 I i o3 No5 I I No6 

調査地点金足高農国立工専土 中学衛生科学研究所 南高等学校

匹~,9月 10月 11月 \12月 9 月 110月 \11 月 12月 99 月 10月 \11月 I12月 9 月 10月 111 月 12月 |9 月 I10月 111月 I12月
貯水量 (ml,) 呵唸盟12:0I曰ぷl15お110臥| 73叫15ぶ114乱8400977d”おI18ぶ18~ 7600但ぶ116乱唸
l'H 4. 9| 5.0| 4. 9| 5. 1 4.414.715.~ 5.8 4.814.9, 4.314.6 5.81 5.614．斗 5.8 4.6, 4.514.7, 4.C 

降量下ばいじん総 2. 9515. 4415. 9614. 65 2. 9916. 791s. 78:4. 9414.3317.3116. sa12.1s 4.0619. 9s11051ja.33 4.6117.07,9. 15/6.84 

眉
1不溶解物質総量 1. 861| 2. 99!l 2. ssl 1. 13 2叫 3．叫2.0511.3413.2313.3512. 68!0, 68 3. 11/5,0915, 0112. 5a 3.41,3. 97,4. 9411. SE 

クール分0. 1~0.66,0.64:0. 18 o.12!0,73!0.02:o.17,o.09io.66Jo.s叶0.1: J.0710,7310.7110,32 0. l l|0.07|0. 59|0. 15 

募灰 分o. 9112. 1sl1. 76l :I 0.88 0. 892. 17|l. 4111. l l l. 55| l. 56| l.25|0. 55 1. 5713.21|3.49|l. 59 2.osl2. 7813. 94f1.oc 

クー炉外可燃0.85|0.20lo. 15|0.07 1.08:0.20|0.62|0. 1. 59|l. 13|0.91|0.01 1.47|l. 15:0. 81|0.59 1.2s!1.12[0.41 110,..u 3' i性物

発残留物総量 1.09位．4513.4113.520.9913.69:3.73,3. 1．叫3.9中叫1.470.95/4.86:5. ： .83 1.20I :| 3.10'.I 1 4.2! 
分0.851| 0. 51h1 .95:087 o.47j1.o牛．ooio. o却・26|l.13:0.08 0. 15II2.23|2.. 17 

熱減量0.2411. 9411. 4612.65 

羅 ィオン
0. 76:0.65[0.6810.62 0.03/2.26:o.a7!1. o.o3J1. soi 1.3111.25 o.02J1. 60J1.6~ 1.45 

ルシウムイオ
0.09:0. 1~0.0110.02 0.0410.oa!o. 10:0. 0.12:0. 1810.oalo.06 o. IB:0.20!0.21!0.14 

第5表地点別平均成績
(9月～ 12月） ton/ktll!/Month 

調降下不溶解成分 溶―解成／分 劣'r:い塵灰分クール分i碕怠I不溶解1灼 熱 1雇翡イ オ ン 不溶解溶解
点 総量 性物質物総量減量灰分留物硫酸位ルシ文成分成分

No. 1 | 4.68| 1.44 。.34| o.31| 2.07|I.57 1.041 2.61| o.67| o.051 44.21 55.8 「―---•一

No. 2 I 5.131. 1.37] 。.261 0.491 2.1211 2.14 0.871 3,011 0.831 0.0611. 41斗 58.7 
Na 3 | 5.37| I.47| o.34「；豆―石； 1.91 0.69| 2.60: 1.02|o.11 -芝] 48.4 
No. 5 I 8.2才 2.461.0.451 I叫 3.9111 3.12 1.191 4.311 1.161 0.1811 47.61 52.4 
No. 6 I 6.99 2.441 0.241 0,791 3,4711 2.21 1.2才 3.43| I. 14 。,1311 50.31 -49.! 
平均j 6.06| 1.83|'o.33| o.71| 2.87 2. 19 1.00| 3. 19| 0.96| o. 10 47.41 52.6 

、,;
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第5図地点別、月間降下ばいじん総量
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VI 成績結果並びに考察

亜躙悛ガス測定については調査地点が6ケ所で7月～

I2月までの 6ヶ月間の成績について述ぺたが，地点別乎

均成績は0.09~0.75m9SOs/ day/ lOOdPbO 2の範囲であ

る。二酸化鉛法による亜硫酸ガスによる汚染度判定標準

として，川崎衛生試験所の寺部本次氏は次のように区分

している。

汚染第 1度 0.5以上1.0未満 軽微な汚染

II I1第2度 1.0以上2.0未満 普通度の汚染

• II I/第3度 2.0以上3.0末満 中等度の汚染

II I1第4度 3.0以上4.0未満 やや高度の汚染

II I1第5度 4.0以上 高度の汚染．

S03ia9/day/lOO直Pb02として2.0叩以上のところは注意
すぺきであろうと述べている。

降下ばい塵については，調査地点が 5ケ所で9月～12

月までの4ヶ月間の成績で，その地点別平均値は下降ば

い塵総量が4.68~8.22t/kが1月である。 短期間の調査
であるが，現在公害で問題となっている川崎市や大阪等

の10~40t/km2/月位の量から考えた湯合， 相当少，い量

である。併し降下ばい塵総量は大気汚染調査における一

つの目安であって，降下ばい塵総量を以って直接汚染度

を判定することは出来ないと考えられる。この調査は今

後も継続して行われるものであるが，企画開発部総務課

の多大な御援助のもとに行われるものであることを附記

し，更に御協力を載いた秋田地方気象台の方に感謝する

次第である。
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